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金ナノ粒子は局在表面プラズモン共鳴を起こし，表面における電場は入射波に比べて著しく大きく

なる特徴を持つ．�また，金ナノ粒子の散乱光スペクトルは粒子近傍の屈折率に対して変化する．�これ

らの性質を利用して，バイオセンサーや物体の表面計測に活用されている．�光ピンセットは，数 10ナ
ノメートル以下の直径を有する金ナノ粒子を捕捉し，所望の場所に置くことができる．�その際，精密

な位置決めや計測対象の構造情報を知るために，捕捉された金ナノ粒子の位置計測が必要とされる．�

我々は，光ピンセットにディジタルホログラフィック顕微鏡を組み合わせることによって，水中で光

捕捉された 200nmポリスチレン粒子の 3次元位置計測を実証した[1, 2]．�本報告では，光捕捉された金
ナノ粒子の３次元的動きを検出と，ガラス境界面付近でのナノ粒子の挙動を示す．� 
光ピンセットは，光源を波長 1070nmのイットリビウムファイバーレーザーからのビームを，開口数

1.25 の対物レンズで，金ナノ粒子分散溶液内に集光し，金ナノ粒子を捕捉した．�ディジタルホログラ
フィック顕微鏡は中心波長 528nm の LED を光源として用いた．�CCD イメージセンサーで撮像された
インラインホログラムは，計算機内で角スペクトル法を用いて光伝播計算された．�全ての回折像に対

してあらかじめ用意したテンプレート画像との画素値の差の 2乗和(SSD: sum of square difference)が最
小となる位置を求めるテンプレートマッチングを行った．�最後に，最小の SSD値を与える 3次元位置
の近傍で，3次元方向のそれぞれに対してサブピクセル推定[2]を行い，金ナノ粒子の位置を決定した．� 

Fig. 1は，光捕捉された金ナノ粒子の 3次元位置の時間変化を示す．�現システムの計測範囲は，捕捉
された点を原点とした時，-400nmから 800nmである．�その下限はディジタルホログラフィック顕微鏡
のフォーカス面，上限は回折に伴う光強度の減少による干渉縞のビジビリティの低下によって決まる．�

光強度が 46.6MWの時，検出値の標�準偏差は，横方向で 6.1 nm，縦方向で 7.1nmであった．� 
 

 
Fig. 1 Three-dimensional display of the gold nanoparticle motion. 
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